


2

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
と
っ
て
昨
年
は
ど
ん
な
年
で
し
た
で
し
ょ

う
か
。
悲
喜
こ
も
ご
も
の
一
年
で
あ
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
本
年
は
昨
年
よ
り
少
し
で
も
良
い

年
に
な
る
よ
う
一
緒
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
社
会
福
祉
は
自
助
・
互
助
・
公
助
で
あ
ら

わ
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
の『
自
助
』に
つ
い
て
触

れ
ま
す
。

　
自
助
と
聞
く
と
「
自
分
の
こ
と
は
で
き
る
だ
け
自

分
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
自
分
が
頑
張

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
思
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

も
ち
ろ
ん
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や
る
と

い
う
の
は
大
事
で
す
が
、『
ち
ょ
っ
と
手
伝
っ
て

（
ち
ょ
っ
と
助
け
て
）』と
自
分
で
言
う
の
も
立
派
な

自
助
で
す
。
ち
ょ
っ
と
手
伝
っ
て
と
言
う
の
は
な
か

な
か
言
い
に
く
い
も
の
で
す
が
、
言
わ
な
い
と
分

か
っ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

　

住
民
の
多
く
は
「
自
分
が
で
き
る
こ
と
な
ら
手

伝
っ
て
も
い
い
」
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
で
き
る
事
で
誰
か
を
支
え
た
い
。
何
か
の
時

に
は
自
分
も
誰
か
に
支
え
て
も
ら
う
。
そ
れ
が
人
つ

な
が
り
（
お
互
い
さ
ま
）
の
あ
る
地
域
福
祉
社
会

（
共
生
社
会
）
で
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
行
政
や
住
民
自
治
組
織
・
福

祉
・
教
育
・
商
工
な
ど
の
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連

携
し
な
が
ら
、
個
別
支
援
（
介
護
、
困
窮
、
ひ
き
こ

も
り
、
子
育
て
、
判
断
能
力
の
衰
え
な
ど
で
困
っ
て

い
る
方
へ
の
支
援
等
）
と
、
地
域
支
援
（
地
域
で
の

見
守
り
合
い
、
集
ま
り
場
づ
く
り
な
ど
の
居
場
所
づ

く
り
、
住
民
主
体
の
支
え
あ
い
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
）
を
と
お
し
て
、
お
互
い
さ
ま
を
実
感
で

き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
微
力
で
あ
り
至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
る
組
織
で
す

が
、
今
後
と
も
共
生
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
役
職
員

が
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
支
え
合
い

を
大
事
に
思
っ
て
く
だ
さ
る
皆
様
へ
、
こ
れ
か
ら
も

共
に
歩
ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
あ
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

庄原市社会福祉協議会

会長　上田  正之

新年の
ごあいさつ

「
ち
ょ
っ
と
手
伝
っ
て
」
が

　
　

  

あ
た
り
ま
え
に
言
え
る
社
会
を
！

～
令
和
８
（
２
０
２
６
）
年
の
新
春
を
迎
え
て
～

（敬称略・順不同）
【協力団体】

庄原赤十字奉仕団、ほほえみの
会、庄原声の友の会、庄原市要
約筆記サークル「銀の鈴」、庄
原地区女性連合会本町支部、乙
女倶楽部、しょうばら花会議、

（一社）庄原青年会議所、広島
建設労働組合第１２地域連合
庄原、口和「本の会」、一路の
会、高野「ととんぼの会」、意
志会、絵本読み語りの会 “おは
なしファンファン”、TAKARA 
COFFEE、みんなの食堂実行委
員会、きらきらエランティス、
はっぴぃメイト、おはなし会ダ
ンボ、未来の会「あしたのカ
フェ」、Kotetudai（コテツダイ）、
八幡小学校区地域連携委員会、
庄原地区更生保護女性会、山の
子会、東城高等学校東城応援隊、
ふれあい食堂たんとんとん、八
鉾絵手紙教室、三河内地域自治
会、さくらプランニング、保護
猫保育園くるみ庵、（社福）さ
くら学園青空、庄原実業高等学
校、西城紫水高等学校、県立広
島大学、庄原空市実行委員会、
共同作業所ゆめのいえ、フリー
スペース庄原

【協賛者】
Sora cacaolab.×焼き菓子屋dear、
Johnny bagel、fillgohan、ベッ
カライナガヤ、三次はちみつ
園、まなびや café、あたう洋
裁 店、 カ ゴ カ バ ン hippo、 木
ノ 國 屋、 さ る が ま・aterier 
tetote、handmade ミ ュ ゲ、
ma couleur、木工雑貨＆ドラ
イフラワーの店 n.　、ちぼり
整 体、 星 の お と、ywell、 手
つ な ぎ 師 ～ 堂 前 ゆ か り ～、
TAKARA COFFEE、 ㈿ 庄 原 里
山の夢ファーム、比和自治振興
区就労支援せせらぎ、（社福）
東城有栖会東寿園福祉作業所
きら・ぽっか、（社福）恵仁会
OMOIYARI 研究所、美容室吉
兆プラスハート、福原一志、吉
野智之、上田正之

ボランティアフェスティバルに
ご協力・ご協賛いただいた皆さま
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庄原市ボランティアセンター運営事業

と思ったきっかけや、活動を通して感じた喜
びや楽しさなどが語られました。
　参加者からは「ボランティアってこんなに
気軽にできるんだね」「若い人たちも活動し
ていることを知ることができた」といった声
も聞かれ、冬の寒さの中、心がホッと温まる
一日となりました。今後も、誰もが気軽に関
われるボランティアの輪を広げていきます。 西城紫水高校神楽部による「オロチ退治」からスタート！

　12月 13日、庄原自治振興センターにて、市内のボランティア活動を知ってもらい、ボランティ
ア活動を始めるきっかけづくりの場として『ボランティアフェスティバル』を開催しました。今
年は、「冬空市」というマルシェと同時開催となり、普段ボランティア活動に馴染みのない方に
も多く参加していただくことができ、笑顔とにぎわいに包まれた時間となりました。
　今年度ボランティア活動をされた皆さんによる活動発表が行なわれ、ボランティアを始めよう

ヒゴタイ保存会
（比和・三河内地域自治会）

「地域の宝 “ヒゴタイ”」の保全活動を通じた
人と地域のつながりを発表されました。

宛名も手書き！地域に思いやりと笑顔を届け
る絵手紙を通じた交流を紹介されました。

地域行事への参加や観光案内、清掃活動など
学校と地域をつなぐ活動を発表されました。

地域の優しさを小さな命の先にある温かな未
来につなげる保護猫活動を発表されました。

ボランティア活動は、楽しみや生きがい、
仲間との集い、新たな出会いの場につな
がります。自分の特技ややりたいことを
ボランティアで生かしてみませんか？ボ
ランティアの相談・参加などについては、
庄原市社協までお問い合わせください。

八鉾絵手紙教室（西城）

東城応援隊（東城高等学校）

保護猫保育園 くるみ庵
（庄原）



4

家族介護教室
　家族で介護する中で役立つ技術を専門家から学ぶ
介護教室。皆さんからの「したいこと」を各地域で
年４回実施しています。

介護保険制度の勉強会や高齢者の
夏バテ防止の料理教室を開催しま
した。勉強会の後には内容を振り
返り、お互いに相談しあえる時間
を大切にしています。

口腔ケアをテーマに、清潔を保つ
口腔ケアスポンジや口腔内の保湿
をするためのマウスクリーンジェ
ルなどについて教わり「早速使い
たい」と感想をいただきました。

ケアマネジャーと認知症に関する
勉強会を実施しました。「多くの
人と話すほうが良い」「友達とた
くさん話そう」といろんな意見も
でてとても盛り上がりました。

介護アロマテラピーとハンドマッサージを実施し
ました。介護に取り入れれば、心身のリラックス
効果を高め、認知症予防の効果もあると学びまし
た。参加者の皆さんもリラックスできた時間とな
りました。

介護の合間に久しぶりに会う友人
とも話ができる、心身のリフレッ
シュの時間になっています。この
日は、フラワーアレンジメントを
して気分転換しました。

介護者も暑い夏を乗り切ろうとい
うことで、家で簡単に作れるトマ
トや枝豆などの夏野菜を使った、
夏バテ解消料理を管理栄養士の方
に教えていただきました。

「いきかたノート」について
学びました。「介護者と家族
とで「今後の生き方」につい
て話す機会を持ちたい」と感
想を述べられました。

家
族
介
護
支
援
事
業（
庄
原
市
委
託
事
業
）

庄
原
地
域

東
城
地
域

比
和
地
域

西
城
地
域

口
和
地
域

高
野
地
域

総
領
地
域
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庄原市ボランティアセンター

　庄原市ボランティアセンターでは、ボランティア活
動をしたい人とボランティアを頼みたい人をつなげる
活動をしています。このコーナーでは、庄原市ボラン
ティアセンターの登録団体をご紹介します。

意志会（代表：垣内　巌さん）

　「まぁ、一杯飲もうじゃないか」そんな気さ
くな一言から始まった集まりが、今では地域
に欠かせない存在となっています。 意志会は、
地域のためにできることをしようという熱い想
いを持ったメンバーとその志を共にする奥様方
によって結成されたグループです。
　活動の中心は、大工仕事をはじめとした
ちょっとした家屋の修理など。比和町・高野町
に設置されているゆめのいえのアルミ缶回収
ボックス 14 個も、すべて意志会の手作りです。
さらに、今年７年ぶりに復活したゆめのいえで
開催したお餅つきイベントも、意志会の存在な
くして成り立ちません。
　2012 年の結成から、早 14 年。90 歳を超え
るメンバーも増えてきましたが「みんなに楽し
んでもらいたい」「自分たちにできることをやっ
てみよう」という強い志は、今も変わらず燃え
続けています。

庄原市ボランティアセンター
庄原市社協　地域共生推進課内

℡ 0824-75-0345お問い合わせ

ボランティアの相談・参加など、
お気軽にお問い合わせください。

第 15 回

家族介護者交流事業

　日々の介護から一時離れ、おしゃべりをしなが
ら、明日への活力を養うリフレッシュ交流会！地
域ごとでおでかけプランを考え、買い物や食事な
どの楽しむ時間をたっぷりと盛り込んだ一日。普
段の生活から少し離れた場所で、普段とは違った
相手と趣味の話や昔の話をしたりと、皆さん楽し
まれていました。

南部地域（庄原・口和・総領）

北部地域（比和・高野）

三次もののけミュージアム
に行き楽しい時間を過ごし
ました。「久しぶりの大人
数での食事は楽しい」「昨
年知り合った方にまた再会
できた」と笑顔があふれる
時間を過ごされました。

出雲市へ行き和菓子づくり
体験をしました。職人さん
の手ほどきを受けながら

「初めての体験だった」「な
かなかうまくできた」と普
段できない体験をとおして
リフレッシュされました。
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口和

高野

楽しいを探そう！笑いが一番！美味しいが元気の源！【サロン中竹地】

感動の歌声が地域を包む！～高野地域支えあいづくりのつどい～

　「サロン中竹地」は「町内でみんなの集まり場をつくろう」と平成 25年に発足
しました。次第に、遠くの方は来る事が難しくなり、参加者も減っていく中…サロ
ンをお休みすることも増えてきました。

　11月10日、令和７年度「高野地域支えあいづくりのつどい」を開催しました。
「楽しみが増えていく町」をテーマに、おでかけわごんで行ける新たな集いの場を
発表。上高自治振興センターで健康体操等を行う「きょうもいこう家」や、下高自

治振興センターでお好み焼きを囲む「きらく食堂」など
、くらくら、くよんぶき「はに」くらき「。たしまれさ介紹が

くふうがいっぱい」という願いが込められています。
　また、今年度は高野中学校の全校生徒が数年ぶりに参
加でき、生徒たちが「ふるさと」「時の旅人」の２曲を
合唱すると、会場は感動の涙とアンコールの拍手に包ま
れました。「少人数だからこそ顔の見える地域の子ども
たちから、希望と元気をもらった」という感想も聞かれ
るなど、多世代交流の温かい時間となりました。
　参加者からは「楽しみの場が増えて嬉しい、誘い合っ
て出かけたい」「地域の中で役割を持って、生き生きと
暮らしたい」との声が多く寄せられました。
　今後も、声をかけあい楽しみのあるまちづくりを進め
ていきます。

　しかし、サロンがない地域の方から「竹地は集まる場があって良いね～」と言われ、一人暮ら
しの方も増える中、やはり、みんなの集まり場所はなくすわけにはいかないと、再スタートをき
りました。
　世話人も２人体制にし、参加者同士で声を掛け合って乗り合わせの工夫も始めた結果、参加者
も増えました。「『美味しいね～』と声をかけ合うだけで美味しく感じるんよ」と皆で食べる昼食
も大きな楽しみになっています。「楽しい！美味し
い！」は元気の源！！
　10月にはハロウィンパーティーを開催！「こっち
のカチューシャがいいよね」「この洋服おもしろい！」
とみんなでわいわい言いながら仮装を楽しみました。
今後も、地域で元気になれる集まり場が継続できるよ
うに応援していきたいと思います。
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かけるときはどうしたらいいの？」「手話は私たちにもできるのか
な？」といった素朴な疑問が生まれました。そこで、庄原市内で子
どもたちに手話を伝えているボランティア団体『しょうとんど』の皆
さんにご協力いただき、４回にわたり手話の勉強会を開催しました。
　『しょうとんど』の方々は、「最近はパラリンピックがテレビで取
り上げられたこともあり、子どもたちが手話に関心を持ってくれる
のがとても嬉しい。できるだけ子どもたちの思いが伝えられるよう
に教えたい」と話され、挨拶や自分の名前、好きな科目、将来の夢
など、児童一人ひとりの “伝えたい気持ち” を事前に聞き取り、丁
寧に指導してくださいました。
　11 月の学習発表会では、手話の学びを含め、総合的な学習で得
たことを一つの物語にまとめて発表しました。子どもたちの真剣な
姿は、会場に温かい感動を広げました。

庄 原

東 城

みんなで考える「やさしい」まちづくり ～高齢者の困難を体験～

伝えたい私たちの思い～手話を学んだ福祉教育～

　板橋小学校 4 年生は、総合的な学習の時間に「福祉」をテーマとして取り組み、
誰もが安心して暮らせるまちづくりのために自分たちにできることを考えてきまし
た。その学びの中で、「おじいちゃんやおばあちゃん、耳の聞こえない友達に声を

　11 月 18 日、東城小学校 4 年生が福祉教育に取り組みました。高齢者疑似体験セッ
トを装着し、高齢や病気に伴う身体の変化を実際に体験することで、地域でともに
安心して暮らせるまちについて子どもたち自身が考える時間となりました。

　当日は、東城病院の理学療法士、社会福祉法人東城有栖会のケア
マネジャー、東城支所の保健師の方々を講師に迎え、介助について
丁寧に教えていただきました。
　児童たちは、半身不随を想定して利き手側に装具をつけ、階段の
昇り降りや靴下の脱ぎ履きなど、日常生活に欠かせない動作を実際
に試みました。その中で、身体が重くなると歩きにくいことや、足
が曲げにくいと床に座るのが難しいこと、耳が聞こえないと不安に
なることなど、普段とは違う感覚を通して高齢者の気持ちに寄り添
う体験をしました。
　「歩くペースを合わせて歩こう」「耳の近くでゆっくり話してみよ
う」といった思いやりの言葉が自然に生まれ、子どもたちは自分た
ちにできることを一生懸命考えていました。体験を通じて芽生えた
優しさや気づきは、これからの地域づくりに大切な力となっていく
ことでしょう。
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2月 18日（水）・3月 18日（水） 2月 27日（金）・3月 27日（金）

＊ひきこもり、不登校に関する個別相談会のご案内 ＊
（ご予約は、ＬＩＮＥ・メール・電話にて受け付けております）

2 月 17 日（火）
2 月 25 日（水）
3 月 25 日（水）

13:00 ～ 16:00
１件 50 分 ＬＩＮＥ公式

アカウント

coco.sapo.shakyo@gmail.com

080-8912-2299
相談専用携帯

相談専用メール

左記の日程以外にも、随時相談を受け
付けています。

専門相談員による相談会 予約制

　備北地区消防組合では、音声による１１９番通報が困難な方や不安がある方を対象に GPS 機能付きスマートフォンや
タブレットなどのインターネット機能を利用して、音声を使わない形式で火事の状況やけがの症状を消防に通報できる
サービス「NET １１９緊急通報システム」の運用をしております。これにより緊急時でも簡単な操作でスムーズに通報
ができます。利用対象の方が事前に利用登録することでこのサービスをご利用いただけますので、この機会に、サービス
利用のご検討をしてみてください。

利用対象者
三次市・庄原市に居住又は在勤若しくは在学されており、聴覚や発話の
障がいなどにより、音声通報が困難又は不安がある方
※利用には事前の利用登録が必要となります。

・三次市役所　社会福祉課障害者福祉係
・庄原市役所　社会福祉課障害者福祉係
※備北地区消防組合のホームページからもダウン
ロードしていただけます。また利用規約等の詳細も
ご覧いただけます。

申請・
お問合わせ

窓口

◎備北地区消防組合　消防本部通信指令課
　TEL：０８２４－６３－１１９１
　FAX：０８２４－６３－３４４６
　E-mail：tuushin3@119-bihoku.jp
　ホームページ：「備北消防」で検索

登録申請書配付窓口
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（10月21日～12月19日受付分）
令和８年１月

　社会福祉事業に寄付をお寄せいただきました。ここに、ご芳名を報告させていただ
きますとともに、心よりお礼申し上げます。寄付者ご本人の承諾のもと、氏名等を掲
載しております。（順不同・敬称略）

本会への寄付金は、所得税・法人税・県民税・市民税の寄付金控除の対象となります。

　皆様からの寄付金（香典返し・見舞い返し・一般寄付等）や会員会費を、市内の地域福祉事業に貴
重な財源として活用しています。今後とも、ご支援の程よろしくお願いいたします。
（※介護保険事業等収益性のある事業には一切充当しておりません）

父
父

富田　清嗣
福光　正之

森脇
三河内

富田　和良
福光　年宏

父
父
父
母
父
母

細川　満博
柳浦　忠清
宇山　勝守
上田ミツエ
松長　進
根波壽美子

上湯川
新市
新市
新市
下門田
和南原

細川　美幸
柳浦　冱子
宇山　茂之
上田　稔
松長　茂治
根波　裕治

夫　
妻
夫
妻　
母
夫
妻
兄
母
母
妻　
母　
母
母
兄
父
父
母
祖母
母
義父
夫
夫
父
母
母
夫
弟　
母
息子
父
義母

片岡　義晴
藤田　幸代
川口　正志
森　ヒデ子
須沢　敦子
加藤　進
伊吹　敏江
細川　和久
前原　宮子
松苗　幸枝
早田るみ子
佐倉　和子
森永ヨシ子
高田キヌ子
貞光　寿昭
横谷　弘司
宇山　勝守
原田　幸子
三谿　波枝
藤原イキエ
松村　孟
山添　俊明
香川　賢二
岸　　琢造
山岡　信子
國森美佐子
竹内　淳
竹地　康
廹田小夜子
坂牧　厚史
松島　伍朗
山脇　節子

東本町
東本町
東本町
東本町
中本町
西本町
宮内町

大久保町
高町
高町

川西町
小用町
本村町
本村町
新庄町

三日市町
三日市町
三日市町
三日市町
上原町
七塚町
七塚町
市町
市町

掛田町
山内町
川北町
川北町
川北町
濁川町
門田町
門田町

片岡　知江
藤田　一成
川口　初己
森　　清
廣澤　清子
加藤　洋子
伊吹　熊良
細川　能久
前原　善武
松苗　千穂
早田　昭吾
佐倉　和志
森永　嘉彦
高田　昌伸
八幡原枝美
横谷　利弘
宇山　茂之
原田　慶太
三谿　誠
藤原　佳敏
松村　利栄
山添　清子
香川美由紀
岸　　伸彦
山岡　隆信
國森　康正
竹内カツ子
大平眞理子
廹田美也子
坂牧　幸則
松島　健
山脇　哲夫

父
父
父
妻
妻

古木　邦範
清水　敏男
小川　弘
道下アサミ
本田　利美

川東
川西
川西
内堀
始終

古木　明
清水　宏
小川　章
道下　隆
本田　和穂

父
母
母
父
母
祖母

清水　義之
兼藤　恵子
脇坂　早苗
淺尾　均
西岡　王子
西村久美子

湯木
永田
永田
永田
金田
宮内

元繁　紀年
兼藤　幸弘
脇坂　浩次
淺尾　一成
西岡　秀樹
西村　真一

香典返しにかえて

夫
父
母
夫
妻
母
父

平田　憲二
塩田　辿
山脇　道江
吉野　洋司
大庭　幸枝
松木ツユコ
竹村　壽道

大屋
八鳥
西城
大佐
平子
中野
栗

平田　錦重
塩田　信通
山脇　敏安
吉野　富子
大庭　秋義
松木　省文
竹村　薫

父
母
母

西家　長造
佐々木幸子
稲迫美津枝

稲草
亀谷
下領家

西家　吉徳
佐々木　聖
稲迫　健二

妻 磯川由紀子 森 磯川　和夫

池田　恵美子

清永　隆浩
三𠮷和弘行政書士事務所
大沢　忠夫
匿名希望

藤田自動車工業㈲

“ひとりぼっち”をつくらない
つながる応援隊

春田町
小用町
三日市町

宮脇　勝人
篠原　功一
森藤　義昭

永田
向泉
大月

石川　生夫
田島　俊則
西中美津子

森脇 森沖　美幸

川東 佐々木佐智江

川北町 北中S42 年卒同窓会一同

湯木 清水　孝清

玉串料返しにかえて

口和 口和そばの会

比和町 乙女会

見舞い返しにかえて

一般寄付

イベント寄付
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西城を未来へつなぐ

西 城

西城地域センター
地域福祉コーディネーター　　　周藤 美佳

西城みらいラボ

少子化だけど、子どもたち
はいつも元気いっぱいで
す。地域の課題も楽しみな
がら解決に向けて取り組ま
れています。子どもたちの
笑顔が増えますように！

　西城みらいラボは令和４年に誕生しました。
「今、西城地域に住んでいるみんなが、より楽
しく安心して暮らせるように」という思いから、
移住・定住をテーマに活動しているチームです。
メンバーは西城町内外に暮らす若手を中心とし
た男女 19 名。子育て世代も含め、エネルギー
あふれる仲間が集まっています。
　活動のきっかけは、発起人である伊藤さんの
小さな危機感でした。3 年前、娘さんが保育所
に入所した際、同級生はわずか 4 人。自身の
子ども時代の同級生の 10 分の 1 という現状に、

「このままでは大好きな西城が寂しくなってし
まうのではないか」「人口が減り、自分の子ど
もの頃と同じ経験をさせることは難しいかもし
れないけれど、西城町の活気は残していきたい」
と感じ、子どもたちの未来のために人口を増や
す取り組みを考えるようになったのです。
　「地域のみんなが気持ちをひとつにしなけれ
ば始まらない」と商工会や西城支所、観光協会、
そして地域の方々に声をかけ、志を同じくする
仲間が集まり、西城みらいラボがスタートしま
した。
　これまでに地元の宮崎旅館で子育て世代の交
流を兼ねた “西城ぎゅっとマルシェ” の開催や

整理した空き家に著名なユーチューバーを呼ん
で移住体験動画の制作もしました。
　人と人との距離の近さが西城の良さ。子ども
からお年寄りまで地域全体が周りの人に関わっ
ていける西城町を目指し、毎月 1 回の企画会
議を開催。そこでは、思いついたことを自由に
話し合える場が設けられています。時には何も
決まらず、ただ楽しく語り合うだけの日もある
そうですが、その時間こそが仲間づくりにつな
がり、活動を続ける力になっています。

宮崎旅館でのマルシェの様子。西城紫水高校生が参加者の子ど
もと遊んでくれたりと、町内外から多くの人が集まりました。

元気かわら版 11 月号（９ページ）に誤りがありま
したので、お詫びして訂正いたします。
西　誤：夫　　荻原　武夫　 入江 　荻原　文子
城　正：夫　　萩原　武夫　 入江　 萩原　文子


